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総説・動向
児童の攻撃性と適応および健康
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やり方である（Asher & Hymel, 1981; Hymel & Rubin, 
1985）。また、遊びや勉強などの活動をどの程度、一
緒にしたいか、クラス全員について Likert 法により 5
段階程度に評定してもらうというやり方も採用されて







4 人で、毎週 1 回、6 週間、一緒に遊ぶグループを作
り（互いに顔見知りのグループおよび初対面のグルー
プ）、それぞれがどのような行動を示すかを調べる研
究（Coie & Kupersmidt, 1983）や、互いに初対面の 2



















撃に細分化されるようになってきた（例えば Crick & 


















方の多い子などと訳される :Coie, Dodge, & Copottelli, 
1982; 前田，1999）。道具的攻撃児は反応的攻撃児ほ
どは仲間から拒否されておらず（Dodge et al., 1990; 










































る度合いが大きいことが指摘され（Crick & Grotpeter, 













言えばそうでもないようで（Grotpeter & Crick, 1996）、
ここに関係性攻撃児の友人関係の流動性が示唆され
























ながることがわかっている（Farrington, 1991; Loeber 








Kupersmidt, & Patterson, 2000; Parker & Asher, 1987）。
　これに対して、道具的攻撃は、児童期よりも青年期
以降の非行につながることが指摘されていて（Vitaro, 
et al., 1998; Pulkkinen, 1996）、反応的攻撃が後の非行
につながらないこととは対象的である。さらに、道具
的攻撃と破壊的行動傾向との関連も指摘されている
（Vitaro, et al., 1998）。また、関係性攻撃を弁別した研
究でも、関係性攻撃と外在化問題の関連性が指摘され
ている（Crick & Grotpeter, 1995）。そもそも関係性攻
撃の特徴自体が、いじめ行動を含有しており、いじめ
などの外在化問題との関係は自明とも言える。また、
最近の研究では、特に女児において、ODD や CD と
関係性攻撃との関連が指摘される報告も散見される

























化問題を示すことや（Day, Bream, & Paul, 1992）、抑
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